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1.  平成23年3月期第2四半期の連結業績（平成22年4月1日～平成22年9月30日） 

 

(2) 連結財政状態 

  

(1) 連結経営成績（累計） （％表示は、対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益 四半期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

23年3月期第2四半期 7,225 29.1 381 ― 365 2,694.3 218 ―

22年3月期第2四半期 5,597 △42.3 △39 ― 13 △97.4 △25 ―

1株当たり四半期純利益
潜在株式調整後1株当たり四半期

純利益
円 銭 円 銭

23年3月期第2四半期 31.15 30.66
22年3月期第2四半期 △3.61 ―

総資産 純資産 自己資本比率 1株当たり純資産
百万円 百万円 ％ 円 銭

23年3月期第2四半期 19,548 13,924 71.2 1,982.84
22年3月期 19,654 13,974 71.0 1,989.77

（参考） 自己資本   23年3月期第2四半期  13,912百万円 22年3月期  13,960百万円

2.  配当の状況 

（注）当四半期における配当予想の修正有無  無  
 

年間配当金

第1四半期末 第2四半期末 第3四半期末 期末 合計
円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

22年3月期 ― 6.00 ― 8.00 14.00

23年3月期 ― 8.00

23年3月期 
（予想）

― 10.00 18.00

3.  平成23年3月期の連結業績予想（平成22年4月1日～平成23年3月31日） 
（％表示は、対前期増減率）

（注）当四半期における業績予想の修正有無  無  
 

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益
1株当たり当期

純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 15,400 18.6 760 132.6 770 71.7 530 69.6 75.54



(1) 当四半期中における重要な子会社の異動  無  

（注）当四半期会計期間における連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動の有無となります。 

(2) 簡便な会計処理及び特有の会計処理の適用  有  
（注）簡便な会計処理及び四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用の有無となります。 

(3) 会計処理の原則・手続、表示方法等の変更 

（注）「四半期連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項等の変更」に記載される四半期連結財務諸表作成に係る会計処理の原則・手続、表
示方法等の変更の有無となります。 

(4) 発行済株式数（普通株式） 

※四半期レビュー手続の実施状況に関する表示 
  この四半期決算短信は、金融商品取引法に基づく四半期レビュー手続の対象外であり、この四半期決算短信の開示時点において、金融商品取引法に
基づく四半期レビュー手続は終了しておりません。    

※業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項 
 本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判断する一定の前提に基づいており、
実際の業績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。 

4.  その他 （詳細は、【添付資料】P.３「その他の情報」をご覧ください。）

新規 ―社 （社名 ）、 除外 ―社 （社名 ）

① 会計基準等の改正に伴う変更 有

② ①以外の変更 無

① 期末発行済株式数（自己株式を含む） 23年3月期2Q  8,655,900株 22年3月期  8,655,900株

② 期末自己株式数 23年3月期2Q  1,639,684株 22年3月期  1,639,646株

③ 期中平均株式数（四半期累計） 23年3月期2Q  7,016,226株 22年3月期2Q  6,959,486株
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（１）連結経営成績に関する定性的情報 

 当第２四半期連結累計期間におけるわが国経済は、新興国向けの需要回復や政府の景気対策の効果等により持ち

直してきておりましたが、円高や経済政策効果の一巡等により、このところ足踏み状態になっております。 

 アジア経済については、中国などの新興国経済を中心に回復テンポは緩やかになってきたものの、今後も拡大基

調が続くと見込まれます。また、米国経済も緩やかに拡大しました。欧州経済については、景気は総じて持ち直し

ているものの国ごとのばらつきが大きく、金融システムに対する不安が払拭されていないことや失業率が高いまま

推移するなど、景気が低迷するリスクを抱えながら推移しました。 

 当社グループを取り巻くエレクトロニクス業界におきましても、企業の設備投資の持ち直し、データ量の飛躍的

な増大や政府の景気対策等により、自動車、産業用機械、半導体市場等が持ち直し、クラウドコンピューティング

やハイパフォーマンスコンピューティングをはじめとした市場が拡大するなど引き続き回復基調のまま推移いたし

ました。 

 このような環境の下、当第２四半期連結累計期間の業績は、売上高72億25百万円（前年同期比29.1％増）、営業

利益３億81百万円（同４億21百万円増）、経常利益３億65百万円（同2,694.3％増）、四半期純利益２億18百万円

（同２億43百万円増）となりました。 

  

主なセグメント別の業績は、次のとおりです。 

(電線・加工品） 

  景気の回復を受け、半導体製造関連ケーブル及びデジタル機器用ケーブル等の売上が好調に推移したことによ

り、売上高は56億２百万円となりました。更に、設備投資の抑制、固定費の削減に取り組んだことにより、営業利

益は４億94百万円と大幅に増加となりました。 

（電子・医療部品） 

 ネットワーク機器、医療用特殊チューブとも売上が増加し、売上高は16億89百万円となりました。設備投資の抑

制、固定費の削減に取り組んだことにより、営業利益は２億98百万円と増加となりました。  

  

（２）連結財政状態に関する定性的情報 

 当第２四半期連結会計期間末の総資産は、前連結会計年度末に比べ１億６百万円減少し、195億48百万円となり

ました。主な減少は、設備投資の抑制に伴う「有形固定資産」の減少２億42百万円であります。また、業績の回復

に伴い「たな卸資産」が１億44百万円増加しました。 

 当第２四半期連結会計期間末の負債合計は、前連結会計年度末に比べ56百万円減少し、56億23百万円となりまし

た。主な減少は、「長期借入金」の返済であります。 

  当第２四半期連結会計期間末の純資産の部は、前連結会計年度末に比べ49百万円減少し、139億24百万円となり

ました。主な減少は、為替の円高に伴う「為替換算調整勘定」の減少であります。 

  

（キャッシュ・フローについて） 

 当第２四半期連結会計期間末における現金及び現金同等物（以下「資金」という。）は、前連結会計年度末に比

べ ２億27百万円減少し、20億21百万円（前連結会計年度末比10.1％減）となりました。 

（営業活動によるキャッシュ・フロー） 

 営業活動によるキャッシュ・フローは、２億73百万円（前年同期比10億69百万円減）の資金の獲得となりまし

た。主な増加要因は、税金等調整前四半期純利益が３億38百万円、減価償却費が３億46百万円であり、主な減少要

因は、仕入債務の減少が２億20百万円、たな卸資産の増加が１億75百万円であります。 

（投資活動によるキャッシュ・フロー） 

 投資活動によるキャッシュ・フローは、１億42百万円（同12億59百万円増）の資金の支出となりました。主な増

加要因は、定期預金の払戻による収入が１億円であり、主な減少要因は、投資有価証券の取得による支出が２億52

百万円であります。 

（財務活動によるキャッシュ・フロー） 

 財務活動によるキャッシュ・フローは、２億80百万円（同１億47百万円減）の資金の支出となりました。 主な

減少要因は、長期借入金の返済による支出が１億74百万円、配当金の支払額が56百万円、短期借入金の純減額が50

百万円であります。  

  

（３）連結業績予想に関する定性的情報 

 今後の情勢につきましては、為替の円高・世界的な景気減速・国内の政策効果の息切れ等市場環境が先行き不透

明であります。このような状況を踏まえ、平成22年10月25日に平成23年３月期の第２四半期連結業績予想を修正し

ております。通期の業績予想につきましては、下期の為替を１ドル１００円から８５円に修正し検討した結果、売

１．当四半期の連結業績等に関する定性的情報



上高、営業利益、経常利益、四半期純利益とも前回予想と変更ありません。 

 なお、通期業績予想につきましては、サマリー情報の「３．平成23年３月期の連結業績予想」の記載のとおりで

あります。  

  

（１）重要な子会社の異動の概要 

 該当事項はありません。  

  

（２）簡便な会計処理及び特有の会計処理の概要 

 当第２四半期会計期間末における棚卸高の算出に関しては、実地棚卸を省略し帳簿で計上する方法を採用して 

おります。   

  

（３）会計処理の原則・手続、表示方法等の変更の概要 

会計処理の原則・手続の変更    

資産除去債務に関する会計基準の適用  

  第１四半期連結会計期間より、「資産除去債務に関する会計基準」（企業会計基準第18号 平成20年３月31

日）及び「資産除去債務に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第21号 平成20年３月31日）

を適用しております。 

  これにより、当第２四半期連結累計期間の税金等調整前四半期純利益は８百万円減少しております。また、

当会計基準等の適用開始による資産除去債務の変動額は８百万円であります。 

  

表示方法の変更 

（四半期連結貸借対照表）  

 前第２四半期連結会計期間において流動資産の「その他」に含めておりました「有価証券」は、資産合計の100

分の１を超えたため区分掲記しております。 

 なお、前第２四半期連結会計期間の流動資産の「その他」に含まれている金額は３百万円であります。  

  

（四半期連結損益計算書） 

１．前第２四半期連結累計期間において、区分掲記していた「助成金収入」は、営業外収益の100分の20以下であ

るため、営業外収益の「その他」に含めております。 

 なお、当第２四半期連結累計期間の営業外収益の「その他」に含まれている「助成金収入」の金額は３百万円で

あります。  

２．「連結財務諸表に関する会計基準」（企業会計基準第22号 平成20年12月26日）に基づく「財務諸表等の用

語、様式及び作成方法に関する規則等の一部を改正する内閣府令」（平成21年３月24日 内閣府令第５号）の適用

により、当第２四半期連結累計期間では、「少数株主損益調整前四半期純利益」の科目で表示しております。 

  

  

２．その他の情報



３．四半期連結財務諸表 
（１）四半期連結貸借対照表 

（単位：千円）

当第２四半期連結会計期間末
(平成22年９月30日) 

前連結会計年度末に係る 
要約連結貸借対照表 
(平成22年３月31日) 

資産の部   

流動資産   

現金及び預金 3,482,747 3,810,036

受取手形及び売掛金 4,817,700 4,760,481

有価証券 212,947 －

商品及び製品 824,370 812,762

仕掛品 448,914 380,267

原材料及び貯蔵品 1,270,575 1,206,420

繰延税金資産 195,764 133,191

その他 318,945 314,296

貸倒引当金 △1,918 △1,887

流動資産合計 11,570,046 11,415,569

固定資産   

有形固定資産   

建物及び構築物（純額） 2,921,989 3,044,769

機械装置及び運搬具（純額） 1,295,490 1,476,856

その他（純額） 1,386,433 1,324,805

有形固定資産合計 5,603,913 5,846,430

無形固定資産 114,022 120,627

投資その他の資産 2,260,438 2,272,347

固定資産合計 7,978,374 8,239,405

資産合計 19,548,421 19,654,974

負債の部   

流動負債   

支払手形及び買掛金 1,487,073 1,750,583

短期借入金 374,307 445,036

未払法人税等 178,719 91,640

繰延税金負債 395 408

賞与引当金 116,571 －

為替予約 26,939 －

その他 592,164 400,638

流動負債合計 2,776,170 2,688,306

固定負債   

長期借入金 1,214,290 1,371,432

退職給付引当金 1,388,804 1,365,983

役員退職慰労引当金 202,488 211,140

その他 42,107 43,605

固定負債合計 2,847,690 2,992,161

負債合計 5,623,861 5,680,468



（単位：千円）

当第２四半期連結会計期間末
(平成22年９月30日) 

前連結会計年度末に係る 
要約連結貸借対照表 
(平成22年３月31日) 

純資産の部   

株主資本   

資本金 1,538,480 1,538,480

資本剰余金 1,442,624 1,442,624

利益剰余金 13,949,847 13,787,402

自己株式 △2,243,450 △2,243,421

株主資本合計 14,687,502 14,525,086

評価・換算差額等   

その他有価証券評価差額金 △13,227 41,044

繰延ヘッジ損益 △6,126 －

為替換算調整勘定 △756,144 △605,423

評価・換算差額等合計 △775,497 △564,378

少数株主持分 12,555 13,798

純資産合計 13,924,560 13,974,506

負債純資産合計 19,548,421 19,654,974



（２）四半期連結損益計算書 
（第２四半期連結累計期間） 

（単位：千円）

前第２四半期連結累計期間 
(自 平成21年４月１日 
 至 平成21年９月30日) 

当第２四半期連結累計期間 
(自 平成22年４月１日 
 至 平成22年９月30日) 

売上高 5,597,248 7,225,144

売上原価 4,541,407 5,699,518

売上総利益 1,055,841 1,525,625

販売費及び一般管理費 1,095,558 1,144,243

営業利益又は営業損失（△） △39,717 381,382

営業外収益   

受取利息 15,875 9,055

受取配当金 4,291 5,286

負ののれん償却額 10,997 10,997

助成金収入 52,559 －

その他 26,653 18,315

営業外収益合計 110,377 43,655

営業外費用   

支払利息 14,061 9,142

為替差損 42,010 44,264

その他 1,505 6,030

営業外費用合計 57,577 59,437

経常利益 13,083 365,599

特別利益   

貸倒引当金戻入額 1,023 35

役員退職慰労引当金戻入額 7,323 504

受取保険金 － 6,609

特別利益合計 8,346 7,150

特別損失   

投資有価証券評価損 － 25,782

減損損失 2,337 －

資産除去債務会計基準の適用に伴う影響額 － 8,800

特別損失合計 2,337 34,582

税金等調整前四半期純利益 19,092 338,167

法人税、住民税及び事業税 65,580 183,996

法人税等調整額 △16,720 △63,618

法人税等合計 48,860 120,378

少数株主損益調整前四半期純利益 － 217,789

少数株主損失（△） △4,653 △785

四半期純利益又は四半期純損失（△） △25,114 218,575



（３）四半期連結キャッシュ・フロー計算書 

（単位：千円）

前第２四半期連結累計期間 
(自 平成21年４月１日 
 至 平成21年９月30日) 

当第２四半期連結累計期間 
(自 平成22年４月１日 
 至 平成22年９月30日) 

営業活動によるキャッシュ・フロー   

税金等調整前四半期純利益 19,092 338,167

減価償却費 397,393 346,209

減損損失 2,337 －

賞与引当金の増減額（△は減少） △16,685 116,571

為替差損益（△は益） △15,912 31,680

投資有価証券評価損益（△は益） － 25,782

売上債権の増減額（△は増加） 1,143,502 △115,870

たな卸資産の増減額（△は増加） 96,229 △175,021

仕入債務の増減額（△は減少） △215,498 △220,165

その他 △63,138 15,877

小計 1,347,319 363,232

利息及び配当金の受取額 18,023 15,158

利息の支払額 △13,670 △8,859

法人税等の支払額 △9,231 △96,094

営業活動によるキャッシュ・フロー 1,342,440 273,437

投資活動によるキャッシュ・フロー   

定期預金の預入による支出 △1,185,000 －

定期預金の払戻による収入 － 100,000

有形固定資産の取得による支出 △166,459 △53,339

有形固定資産の売却による収入 3,237 6,862

無形固定資産の取得による支出 △1,455 △3,013

投資有価証券の取得による支出 △34,389 △252,911

その他 △18,862 59,471

投資活動によるキャッシュ・フロー △1,402,928 △142,931

財務活動によるキャッシュ・フロー   

短期借入金の純増減額（△は減少） 100,147 △50,169

長期借入金の返済による支出 △192,142 △174,642

自己株式の取得による支出 △126 △29

配当金の支払額 △41,757 △56,130

財務活動によるキャッシュ・フロー △133,878 △280,971

現金及び現金同等物に係る換算差額 84,229 △76,821

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △110,136 △227,287

現金及び現金同等物の期首残高 2,792,419 2,248,411

現金及び現金同等物の四半期末残高 2,682,282 2,021,124



 該当事項はありません。  

  

 〔事業の種類別セグメント情報〕 

前第２四半期連結累計期間（自 平成21年４月１日 至 平成21年９月30日） 

  

 〔セグメント情報〕 

当第２四半期連結累計期間（自平成22年４月１日 至平成22年９月30日）  

（注）１．「その他」の区分は、報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、転売品及び不動産事業

    等を含んでおります。 

２．セグメント利益の調整額△４億30百万円には、セグメント間取引消去△１億５百万円及び各報告セ

グメントに配分していない全社費用△３億24百万円が含まれております。全社費用は、主に報告セグ

メントに帰属しない一般管理費であります。 

３．セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。  

（追加情報） 

第１四半期連結会計期間より、「セグメント情報等の開示に関する会計基準」（企業会計基準第17号 平成

21年３月27日）及び「セグメント情報等の開示に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第20号

平成20年３月21日）を適用しております。 

   

 該当事項はありません。 

  

  

（４）継続企業の前提に関する注記

（５）セグメント情報

  
電線・加工品
（千円） 

電子・医療部
品他（千円） 

計（千円）
消去又は全社 
（千円） 

連結（千円）

売上高  

(1）外部顧客に対する売上高  4,114,073  1,483,175  5,597,248  －  5,597,248

(2）セグメント間の内部売上高

又は振替高 
 23,638  －  23,638  (23,638)  －

計  4,137,712  1,483,175  5,620,887  (23,638)  5,597,248

営業利益又は営業損失（△）  5,380  276,361  281,741  (321,458)  △39,717

   （単位：千円）

  

報告セグメント

その他
（注）１ 

 
合計  

  

  
調整額  

 （注）２ 

  

四半期連結
損益計算書
計上額 
（注）３

電線・加工
品 

電子・医療

部品 
計

売上高             

外部顧客への売上高  5,496,946  1,689,116  7,186,062  39,081  7,225,144  －  7,225,144

セグメント間の内部売上高又は
振替高  105,226  400  105,627  －  105,627  △105,627  －

計  5,602,172  1,689,516  7,291,689  39,081  7,330,771  △105,627  7,225,144

セグメント利益  494,100  298,486  792,587  19,148  811,735  △430,353  381,382

（６）株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記
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